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【1分解説】データセンターとは？ 
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 データセンターとは、大量のサーバーや通信機器を設置し、データの保存や処理を行う施設で

す。インターネット検索、動画配信、企業のクラウドサービスなど、日常生活や経済活動を支え

る重要なインフラです。 

近年は生成 AIの普及によって膨大な計算能力が求められるようになり、データセンターの建設

が急増しています。それに伴い、高性能半導体や通信機器、電力設備などへの需要も拡大してお

り、米国の設備投資が押し上げられています。また、半導体や関連設備の供給網は世界各地に広

がっているため、世界経済への影響も大きくなっています。 

一方、データセンターは大量の電力や冷却用の水を必要とするため、電気料金の上昇や水資源

への負担を懸念する声が強まっています。2026年 11月の米国中間選挙では、データセンター建設

への規制強化を訴えた民主党候補が一部の州知事選で勝利し、民主党は上下両院でも多数派を奪

還しました。これを受け、今後データセンター建設規制が強まり、投資拡大にブレーキがかかる

との見方が浮上しています。 

これまで米国経済は、AI関連投資の拡大と AI関連株を中心とする株高に支えられてきました。

それだけに、規制強化で投資が鈍化し、株価も下落すれば、企業や家計の支出に大きな影響が及

びます。データセンターを巡る政策や投資の動向は、AI産業だけでなく米国経済、ひいては世界

経済の先行きを考えるうえでも注目されます。 


